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フロンティアスクール中間報告書

都道府県名 新潟県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 小千谷市立小千谷小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ６ ５ ５ ４ ４ ４ ２ ３０
４１

児童数 １０ ９４８184 157 181 143 147 126

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

自分の学び方を確立し 確かな学力を身につける子どもの育成,

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１～６年生・国語
年度の重点目標「自分の考えを進んで表現する子ども」に大きくかかわる教科であ

るため。
児童の実態調査の結果から 指導を改善する必要性を認めたため。,

・１～６年生・算数
児童の理解の状況に差が出やすい教科であるため。
前年度の少人数指導の実践から 指導体制についての研究を深める必要性を認めたた,

め。

( ) 年次ごとの計画2

平
成
14
年
度

○ テーマ
・国語科 算数科における少人数指導を中心とした授業改善,
・研究体制の確立

平 ○ 研究の見通し
成 ・ わかる できる授業 「自ら学び 自らを見つめる授業」へと授業を改善していく「 」, ,

ため 少人数指導を中心として実践研究を進めていく。15 ,
年 ・研究の成果と課題を踏まえ 研究の全体構想 研究体制を確立していく。, ,
度 ○ 研究の内容・方法

・少人数指導を中心とした指導体制の工夫
→少人数指導推進計画に沿った実践を行い 使用した教材 資料 実践記録を蓄積, , ,

していく。
・ 求める学びの姿」具現のための 教材 指導過程 評価の工夫（授業の改善）「 , , ,

→一人一公開を原則として 授業研究を行う。,
・ 確かな学力の向上 「学び方の確立」のための 授業以外の取組の工夫「 」 ,
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→学年テストなど全校共通の取組の他に 各学年で実態に応じた取組を工夫して,
実践する。
＊授業研究での協議や外部指導者の指導 学力テストや児童・保護者・職員対象の,
アンケート調査結果の分析 地域・保護者との懇談をもとに 研究の評価を行う。, ,

○ テーマ
・ わかる できる授業 「自ら学び 自らを見つめる授業」への授業改善「 」, ,

○ 研究の見通し
・求める学びの姿を具現するための教材 指導過程 自己評価の場と方法のあり方に, ,
ついて 第１年次の成果と課題から検討した一定の仮説のもとに実践研究を進め 検, ,
証する。
・授業での学習意欲 学び方 自己評価力の高まりを家庭学習へとつなぐための指導, ,
のあり方について実践研究を進める。

平 ○ 研究の内容・方法
成 ・ 指導体制 学年共同研究体制の工夫,
16 , ,→単元の特性 児童の実態に応じた少人数指導の類型選択マニュアルを作成し
年 それに基づいた実践を進める。
度 ＰＤＣＡの過程を学年共同体制で円滑に進めるための工夫について 学年間,

の情報・意見交換を行う場を設定する。
・国語科 算数科における「求める学びの姿」具現のための 教材 指導過程 評価の工, , , ,
夫（授業の改善）

→仮説に基づいた授業研究を行い その有効性を探る。,
・ 確かな学力の向上 「学び方の確立」のための 授業以外の取組の工夫「 」 ,

→学力 学習への意識 家庭での学習習慣等の実態分析を学年ごとに分析し それ, , ,
に応じた取組を継続していく。

＊授業研究での協議や外部指導者の指導 研究中間発表会での協議 学力テストや, ,
児童・保護者・職員対象のアンケート調査結果の分析 地域保護者との懇談をもと,
に 研究の評価を行う。,

( ) 研究推進体制3

校長・教頭（企画委員会） ○職員数が多いことから 学習指導部会で連,
絡・調整を図りながら 学年研修を基本とし,
て研究を推進していく。

校内研修全体会・運営委員会
○少人数指導にかかわるものは 学年部会の,
際に 少人数指導担当級外も該当学年の中に,

学習指導部会 入って研究を進める。
（ ）研究主任・研究副主任・各学年１名

学年部会（１～６年・障害児学級）

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○少人数指導を中心とした指導体制の工夫にかかわって
・単元の特性や児童の実態に応じた少人数指導の類型（形態 学習集団の質 導入の仕方, ,
の組合せ）を選択して推進することができている （職員の９５％が「できている」と。
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評価 ）。
・蓄積された実践記録をもとに 国語科・算数科それぞれについて 当校の実情に応じた, ,
少人数指導の方向性が見えてきた。

○授業の改善にかかわって
・国語 算数とも「学習が楽しい」という児童の割合が増えてきている。,

国語…昨年度１１月：６９％→本年度１２月：８６％
算数…昨年度１１月：７６％→本年度１２月：８９％

「学習したことがわかる」という児童の割合に大きな変容はないが,・国語 算数とも,
９０％以上を維持している。
・児童の自己評価力が向上してきている。少人数指導において,「自分に合ったコー
スを選べている」という児童は,９５％である。
学校での学習指導の様子に満足」という保護者の割合が増えてきている。・「
（７月：８０％→１２月：８８％）

○授業以外の取組の工夫にかかわって
・ 宿題以外に家で進んで勉強をよくやる という児童の割合が増えてきている ６「 」 。（
月：２８％→１２月４６％）
自分の子どもの学力に満足 「学校での学習指導の様子に満足 「家庭学習の様子・「 」 」

に満足」という保護者の割合が増えてきている。
子どもの学力……７月：４６％→１２月：６８％
家庭学習の様子…７月：３６％→１２月：５８％

２．今後の課題

○少人数指導を中心とした指導体制の工夫にかかわって
打ち合わせ時間の確保や効率化の手立てに検討を加える必要がある。・
来年度は児童数・学級数の増加により,職員数や教室数が不足し,本年度の体制を・
維持していくことが困難である。
授業の改善にかかわって○
教材開発の目的,内容」,「指導過程への児童の自己評価の場の位置付けや方法」・「

について,一定の仮説のもとに授業研究を推進する必要がある。
・学年の職員構成や個々の指導力の差に対処するため,特に学年間の情報交換の場の
設定に努める必要がある。

○授業以外の取組の工夫にかかわって
・家庭学習の具体的指導方法や家庭との連携のあり方について,さらに検討を加える
必要がある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ＣＲＴ学力検査 学習指導改善調査（平成１４年度）,
ＮＲＴ学力検査（平成１５年度以降）
＜目的＞ 学力実態の把握
＜内容＞ 国語 算数の２教科について,
＜時期＞ ２月

○児童向けアンケート調査
＜目的＞ 児童の学習に対する意識 家庭学習の実態の把握,
＜対象＞ ３年生以上の児童
＜内容＞ 国語・算数の２教科について「学習が楽しいか 「学習したことがわかるか」」

「少人数指導で自分にあったコースを選べているか」
家庭学習について「１週間に何時間くらい勉強するか 「宿題以外に進んで」

勉強することがあるか」
＜時期＞ ６月 １２月,

○（フロンティアアンケート：他校児童へのアンケート調査）
＜目的＞ 児童の学習に対する意識 家庭学習の実態の把握と他校との比較,
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＜対象＞ 小千谷・北魚沼地区の小学校５・６年生
「 」＜内容＞ 国語・社会・算数・理科の４教科について 学習に真剣に取り組んでいるか

「授業はよくわかるか 「授業で学力がついてきていると思うか」」
家庭学習について「１週間に何時間くらい勉強するか 「宿題以外に進んで」

勉強することがあるか」 宿題や通塾の状況,
＜時期＞ ６～７月

○保護者向けアンケート調査
＜目的＞ 保護者の意識の把握
＜対象＞ 全校児童の保護者
＜内容＞ 「お子さんの学力に満足しているか 「学校での学習指導の様子に満足して」

いるか 「お子さんの家庭学習の様子に満足しているか」」
＜時期＞ ７月 １２月,

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○第１回地域協議会
日時：平成１５年７月２２日（月）

○日曜家族参観「トーキング谷小」
日時：平成１５年１１月１６日（日） １２：３５～１６：２０
会場：小千谷小学校
対象：小千谷小学校・上片貝小学校保護者 小千谷小学校旧同人,

小千谷・北魚沼地区内の小・中学校
目的：当校の教育活動について説明し 評価と見直しを行う。,
その他：フロンティアスクールとしての取組を紹介するパンフレットを作成し 配布す,

るとともに 学区内の全家庭に回覧する。,
○学力向上フロンティアスクール 第１年次中間発表会

日時：平成１６年２月４日（水） １３：３５～１６：４０
会場：小千谷小学校
対象：小千谷・北魚沼地区内の小・中学校及び県内のフロンティアスクール
目的：フロンティアスクールとしての研究実践を地区内の各校に広めるとともに 参会,

者の意見をもとに研究の中間評価を行う。
○ホームページにフロンティアスクールとしての取組を載せる。
○第２回地域協議会
日時：平成１６年２月１７日（火）予定

○来年度１１月に 「学力向上フロンティアスクール第２年次研究発表会」を開催予定。,

◇ 次の項目ごとに 該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）, 。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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